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iはじめに

琉球大学教育学部教育実践総合センターには、

アドバイザリースタッフ派遣事業があり、現在、

その取組が活発に行われている。アドバイザリー

スタッフ派遣業は、「大学が地域社会との連携を

目指し、大学が有する研究活動の成果を地域に還

元すること」を目的として行われている。その取

組は、公立学校と琉球大学教育学部の連携を一層

強化し、教員の派遣回数も毎年のように大幅な増

加傾向を示している。これは、アドバイザリース

タッフ派遣事業の取組が定着してきたことを示し

ている。

筆者も約4年余にわたってアドパイザリース

タッフ派遣事業で公立学校や教育関係機関との連

携を図り、校内研究や講話等を通して大きな学び

を得ている。

授業づくりの内容はもちろんのことだが、校内

研究会での学年、学校全体のチームワークの良さ

が教師の授業力の向上に繋がっていることや日々

* 琉球大学教育学部付属教育実践総合センター

**那覇市立開南小学校

の授業改善に向けての着実な取組を目の当たりに

することができた。(拙稿 2013年3月、 2014

年 3月参照)

それは結果として、小学校国語科の全国学力調

査の成績にも顕著に表れている。ただ、成績に一

喜一憂してはいけないが、教師の意欲的な授業づ

くりが確実に子どもの学習意欲に大きな影響を与

え、子どもが主体的・意欲的に授業に向かう姿に

繋がっていることを実感している。

上記のような各学校の校内研究の取組は、その

学校のみの成果と課題にとどまることなく、小中

連携の授業研究会等によって近隣校や中学校にも

広がりや深まりを見せている。それは、最近の校

内研修の特徴的な取組といえる。

このような筆者の公立学校との連携による学び

は、日々の大学の授業づくりにも確実に活きてい

る。特に「子ども主体の授業づくり」の取組につ

いては、具体的な事例として授業の中で取り上げ

ている。また、学生は、筆者と共に公立学校に出
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向き授業研究会に参加し、教員に直接学ぶ貴重な

機会を得ている。公立学校の校内研修の様子を知

ると同時に学生自身の模擬授業づくりにもより良

い影響を与えている。(拙稿 2015年3月参照)

このような教育研究活動を踏まえ、今回は公立

学校の校内研究活動に焦点をあて、「子ども主体

の授業づくりの取組」を中心に記述していきたい。

その際、継続した取組みの中で、培ってきたことが

見える実践等を交えながら記述する。そうするこ

とで、次期学習指導要領のキーワードとなる「ア

クテイブ・ラーニング」の授業づくりに繋げるこ

とができればと考えている。

日 「子ども主体の授業づくり」について

1開南小との連携について

4年間継続して校内研究に関わらせて頂いた那

覇市立開南小学校(以下開南小と記載する)との

連携を中心に取り上げていくことにする。

開南小の校内研究のテーマは「国語科における

思考力・判断力・表現力を育てる指導の工夫と評

価のあり方」である。思考力・判断力・表現力者E

育てる指導の工夫の中心に「一入学びと学び合い」

をとり入れていることに特色がある。

それは「子ども主体の授業づくり」に焦点をあ

てた授業づくり繋げるため取組みでもある。

筆者は、学校長のビジョンの下、全職員との連

携を図りながら理論研修の講話や指導助言を行っ

てきた。以下、開南小の実践事例を紹介すると共

にその成果と課題を明らかにしていきたい。

ここで、これまで開南小のみならず、アドバイ

ザリースタッフ派遣事業で要請を受けた学校や関

係機関等で述べてきた授業づくりの「基本的な考

え」を、筆者自身の過去の実践事例を交えながら

記載したい。

2 仲間と学び続ける中で見えてくる「子ども

主体の授業づくり」

昨今、アクテイブ・ラーニングという言葉を良

く耳にするようになった。しかし、子どもが主体

的・協働的に学習活動に取り組む「子ども主体の

授業づくりJは、今に始まったことではなく、以

前からの大きな課題である。

筆者自身、公立小学校教員として勤務していた

38年間抱き続けた課題でもあった。その後、大

学に勤めた約5年間と合わせ43年閣の教員生活

で一貫して「教師主導からの脱皮をめざし、子ど

も主体の授業づくりJに向けて努力を続けてきた。

この 43年間の日々の実践の中で明らかになっ

たのは、「試行錯誤しながら実践を続け、教師主

導から少しずつ脱皮するように心がけること」と

「子ども主体の授業づくりは、学び続けることで

しか到達することはできない」ということである。

教師の意欲や日々のたゆまぬ教材研究の深さ、

そして、子どもの実態把握のきめ細かさと大きく

関わり、教師力や人間力の成長と比例し、その実

現に近づくと言っても過言ではない。

そのようなことは、多くの学生達が口にするこ

とであるが、頭で分かることと実践を通して納得

する事には大きな違いがあり、本当に分かるため

に筆者は 43年という月日を費やした。

また、授業力は一人の教師が努力すれば、努力

しただけ一気に伸びるものではなく、チームの中

で切躍琢磨しながら伸びていくものだということ

を実感している。仲間との授業づくりの中で何を

改善していけば良いかを明らかにすることで教師

主導の反対側にある「子ども主体の授業づくり」

が見えてくると思う。

筆者も 43年間の教師生活の中で、たくさんの

仲間の実践に学び、「子ども主体の授業づくり」

に必要なことを学んできた。それは、筆者にとっ

て大きな財産であり、それこそが、現在の筆者自

身の授業づくりの根幹をなしている。こうして形

を成したもののひとつに「一人学び」と「一入学

びの手引き」がある。

3 i子ども主体の授業づくり」で大切にしてき

たとと

(1)一入学びと一入学びの手引き

ここに掲載する実践事例は、筆者が附属小勤務

時代のもので、かなり以前のものであるが、筆者

自身の授業が大きく変わった時の教材文「たぬき

の糸車」からの抜粋である。

筆者は、 1年生から 6年生までの説明文教材文、

文学教材文のそれぞれに即した手引きを作成し、

それを子どもに与え、一入学びの時聞を設定して

きた。授業の中の一入学びの時聞は、学び方を学
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思議だと思うことが授業の中に生かされる。必然

的に子どもは意欲的・主体的に授業へ向かうので

ある。課題の焦点化等について少し筆者の実践例

の一部を紹介したい。

下記の資料は、子どもの初発の感想や書き込み

の中から出て来た課題を一覧表にし、子どもに提

示したものの一部である。
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ばせることで、子ども自らが教材文にしっかり対

峠できるように仕向けてきた。

基礎基本となる音読や視写、書き込みを取り入

れることで、子ども達はしっかり文章と対話する

ことができた。この実践を繰り返し行う中で「子

どもはひとりで学ぶ学び方をしっかり獲得すれ

ば、自ら学ぶことに喜びを感じることができる。

それが主体的に学ぶ力に繋がる」ということが分

かった。

教師が何もかも教えるよりも、一人で学べるこ

とは、子どもに委ねることが大切であり、そのこ

とが学びの自立への近道と考えた。

下記の「一入学びの手引き」は、一年生の物語

単元「たぬきの糸車」で子どもに与えたものであ

る。教材や単元での付けたい力や子どもの実態に
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に付けたい力者E手引きの中に入れるように心がけ
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上記のような多様な疑問や課題を子どもと共有し

ながら課題を焦点化していった。多様な課題の中

にはすぐに解決出来るものがあるし、みんなで話

し合いたい課題等もある。課題の質に気付かせな

がら読みを深めていく。そして、残った課題を基

に学び合いをしていくことになる。だんだんと子

どもは、課題の質に気付いていくものである。

ここで重要なことは、「多様な考えが出てくる

課題」を設定するためには、子どとともに吟味し、

皆で考える共通の課題を、子どもとともに決定し

ていくことである。

最初は、時間のかかることであるが、そこを乗
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(2)子どもの疑問や課題を大切にする

子どもは、自ら教材文に対峠した時、作者や筆

者と対話するようになり、「ここが良く分からな

いJI皆でもっと学びたいJI不思議だ、なぜなの」

という疑問や課題を出すことができるようにな

る。それは、子どもに問いを育てる力を付けるこ

とであり、考える意欲につながるものである。教

師はそれを大切にしながら課題を焦点化し、共通

課題で子どもの思いや考えを生かした授業を展開

する。

そうすることで子どもが最も知りたいこと、不
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り越えた時には、教師の予想以上に「魅力ある課

題」をつくることができるようになる。

(3)子どもの書き込みをチェックし、授業の中

に活かしていく

一入学び、の時間で、行った子どもの書き込みをチ

ェックすることには、主に二つのメリットがある

と考えている。

一つ目は、子どもの読みとりの様子や疑問・課

題等を把握する手立てとなる。子どもの疑問や課

題がどこに集中しているのか、単元を貫く課題に

近いものがあるかなどを検討する機会になる。そ

うすることで前もって質の高い課題で学習計画を

イメージすることができ、課題の焦点化がスムー

ズにいくのである。

二つ日は、書き込みの中に授業者E展開していく

うえで、大切なものを発見することができる。教

師が予想していないことについての書き込みを見

逃してはいけないと考えている。それを学び合い

の中に生かすことで停滞した授業に活気が出てく

ることが度々あった。

子どもの読み取りが一つの方向に向かい停滞ぎ

みの時、揺さぶりをかけることで子どもの思考が

アクテイブに働く。そして、新たな読みが生まれ

る。その時の大事な発聞が書き込みの中に隠れて

いることが多い。それを発見することも楽しみで

ある。

また、子どもがとんでもない読み違いをしてい

ることに気付き、そこを捉えて早めに修正してい

くこともできる。

教師は、学び合いの授業においては、子どもの

書き込みの中でキーワード等に記したものをを座

席指導案等に記録し、それを授業に生かす。そう

することで子どもが主体的に授業に参加する。子

どもは、自分の書き込みが取り上げられると、喜

んで書き込みをするようになる。それが、子ども

の読みを深めていく原動力になる。書き込みの内

容は、読みが繰り返される中でだんだんと主題や

要旨を捉える力に繋がっていくと考えている。

(4)学び合いの場には、自分の考えを持って参加

する

授業の中での学び合いは、子どもが最も豊かに

読み深める大切な時間であるので、手ぶらで参加

することがないように徹底して指導する。そのた

めに課題についての自分の考えをまとめる一入学

びの時聞を必ず設定する。

その際、自分の考えの根拠を教材文の叙述に即

して書くように指導し、空想にならないように気

をつけていきたい。

そして、各自が自分の考えを交流する際は、

常に自分の考えと他人の考えの似ているところや

違いをメモさせたい。驚きや新たな発見、疑問や

反発など、さらには「なるほどJIこんな考え方

もあるのか」などと吃きながら自分の考えを再構

築していくことができる。是非、再構築の場を設

定していきたい。その時、交流でのメモが生きて

くる。

再構築の場では、子ども達に最初の考えとの変

容に気付かせ、学ぶことの楽しみを実感すること

ができるようにする。

国語科の課題解決学習で留意しておきたいこと

は、課題の正解を求めることよりも、子どもがア

クティブに思考を働かせている過程を大切にして

いきたいということである。子どもたちは自分達

の共通課題を入り口にしながら授業の中で学び合

い、深く読み取っていくことができるからである。

(5)子どもにさせることは、教師が先取りし

て行い、授業の構想を練る

先述した「一入学び」等の内容は、教師自らが

行ってみることが大切である。教師自身が行うこ

とによって見えてくることがかなり多い。

子どもの蹟きそうなところや興味関心を示しそ

うなところが見えてくる。子どもの姿が目に浮か

び、学級の子の思考の予測が出来るにつれ、だん

だんと指導の仕方が明らかになってくる。

教師自身の読みの深まりの中で書き込みも増

え、発問等も浮かんでくる。やがて、単元全体

の授業づくりの構想が生まれてくる。教師が教材

文と対話し書き込みをした事例を紹介する。
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いと思った。教師自身が多様な読みを知るうえで、

教材研究を一人で行うことには少し限界があるよ

うな気がする。教師が教材文と対話し、教材解釈

を一人で行った後、学年や隣学年の仲間と行うこ

とでさらに読みに深まりや広がりが出てきて、教

材研究の醍醐味を感じるようになるからである。

学年会等で教材研究した時間が本当に充実して

いたことを実感している。 45分の授業の中のひ

とつひとつの学習活動の価値付け、その活動をな

ぜ行うのか、どんな力を付けるために行うのか、

子どもに付けたい力と教材で付けることができる

力の相関性について考えたり、仲間と共に教師の

発問に対しての子どもの思考の予測したりするこ

とが楽しい時間で、あった。また、仲間と教材研究

を深めていくうちに指導案の内容が頭の中に自然

にできていくことを感じるひとときでもあった。

目の前の子ども達にどんな力を育てたいのかが見

えてくると、目的意識、相手意識をもって学ばせ

るための単元を貫く課題も見えてくる。

これまで、研究授業というと「はじめに指導案

ありき」であったが、指導案づくりは、最後の最

後で良いことに気付いていった。
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上記の教材研究の事例は、「たぬきの糸車」の

冒頭の部分の抜粋である。これまで、指導書や赤

字入り教師用教科書(以下赤本で記す)を教師の

バイブルと思っていた筆者自身が、それを一時的

に手放す決意をした時のものである。まず、手始

めに児童用の教科書の教材文をコピーして何度も

読んでみることにした。子どもには、家庭での宿

題として音読カードを位置づけていたので教師も

繰り返し読んでみた。最初はなかなか書き込みが

出来ずに苦戦したが、繰り返し読んでいるうちに

子どもが喜びそうな所や興味を持ちそうな所、顕

きそうな所が見えてきたのである。それを思うま

まに書き込みしてしてみた。それが、筆者の指導

書や赤本に頼らない教材研究の第一歩で、あった。

書き込みが進むにつれて、作者の息づかいまで

聞こえてくるようになり、指導すべき内容が日の

前に浮かび発問も生まれてきたのである。また、

こような書き込みをしていると、子どもの一入学

びの指導のコツが自然に身に付いてくるのも実感

した。この時聞は、教師自身が「なすことによっ

て学び、指導の仕方を獲得していく」教師の大切

な一入学びの時間であることに気付いた。

しかし、教材研究をここで終わらせてはいけな
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4 教材研究から授業化へ

(1)教師の書き込みをもとに教材文で指導したい内容一覧作成

子どもの主体を引き出すために教材研究してきたことを授業化へ繋げていくためには、下記のように

「教材研究したことを指導したい内容一覧」にまとめることが重要だと考える。そうすることで教材文

全体がひと目で分かるようになり単元全体の指導のイメージできるようになる。
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(5)指導書や赤本から離れ、自力で教材研究か

ら授業化へ繋げた時に見えてきたこと

指導書や赤本から離れて児童用の教材文に対崎

した時、正直言って最初はなにひとつ書き込みが

できない自分自身に驚いた。

いつも頼りになる赤本があったので、それに頼

りっきりで、自分の中に教材文を読み取る力が失

われかけていた。そして、いつも誰かが研究した

ものを頼りにして、借り物で授業づくりをしてい

たことにやっと気がついたのである。

「指導書通りに教えないといけない、指導書に

書かれている時間内に終わらないと大変だ」とい

う重圧感があり、教材に軽重をつけることはおろ

か、目の前の子どもの実態がかすんで見えていた。

単元の最後のテストで成績が悪いと、つい子ども

のせいにすることが度々あったような気がする。

とにかく、教師が強引に指導していくことでどう

にか分からせようという力がどこかに働いていた

と思う。

これまで、教材文を1.2回通しよみした後、

指導書に首っきりで指導案の作成に入ったり、先

行実践等の真似ばかりしていた自分自身を大いに

反省する機会になった。そして、子どもに力を付

けるための指導案を書くためにどうすれば良いか

を真剣に考えるようになった。

そして、実際の授業の最中に「指導案にあまり

縛られるJと子どもの思いや考えを生かすことが

できないことに気づいたのである。指導案通りに

行われる授業が最も良い授業だと考えていたこと

が、必ずしもそうでないことに気づいた瞬間でも

あった。

教師にとって都合の悪い意見にも耳を傾けるよ

うになった。その意見こそが停滞していた授業を

活性化させる大きな力になることを実際に経験し

た。教師の顔色を伺って教師の喜びそうな意見を

出してくれる子を優秀児だと考えていた自分の児童

観や授業観に大きな変化が出てきた。それが筆者の

授業を変える大きな力に繋がっていったのである。

このような経験者E積み重ねる中で、上記のよう

な時間のかかる少々岡倒な教材研究の仕方が教師

としての授業力者E高め、子どもを意欲的・主体的

に授業に参加させる大切な方法であることに手応

えを感じていった。

(3)手作りの指導案の特徴

まず、子どもの問いを大切にし、それを手がか

りに内容を読み深めていくことにした。

次に教師の主な発聞を精選し、できるだけ子ど

もの五感に訴えるようにした。

さらに子どもの実態把握をきめ細やかにするた

めに、子どもの思考の予測を行い、それを既有の

力に記入した。ここで満足することなく、付けて

やりたい力を明確にし、教師の願いを到達点とし

て設けた。到達点に子どもを導くための手立てを

丁寧に記述していった。

(4)子どもの読み取りから

子どもは、自分達の問いで授業が展開している

のでとても意欲的に授業に臨んでいった。一年生

は、集中力が短いので 15分経過するごとに音読、

動作化、書く活動等を工夫しながら入れていった。

特に本時で、読み取ったことを定着させるために、

ワークシートに自分の読みを書くような活動を仕

組んでいった。
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このワークシートは、子どものマイノートに貼

り付けたものである。一年生として是非身に付け

させたいカタカナ文字、擬態語の指導を行った。

指導案の最後の問い「おかみさんは、どうしてふ

きださずにだまって糸車をまわしているのか」で、

おかみさんが心の中で言った言葉を子どもが書い

ている。おかみさんの気持を問うのではなく、お

かみさんの内言を書くことによって、子ども達は

多様な読みを交流することができた。
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この筆者自身の実践の失敗や体験が、その後の の授業で締めくくり、各学年2クラス(1年のみ

授業づくりの根幹となり、教師生活を支える大き 3クラス)の全員公開授業で臨んだ。(特別支援

な力となっている。大学に赴任してからのアドパ 学級2クラスも国語科で公開授業を行った。)

イザリースタッフ派遣事業の要請の際の講話や指 これまで、培ってきた「一入学び」や「単元を貫

導助言等の基本的な考えになっている。 く言語活動J1並行読書J1国語辞典の活用」等を

以下、この考えを基にして、開南小の教職員と 中心に新任教師(校長も)を交えて、昨年度まで

連携をしたきたことを記載していきたい。 の実践を再確認しつつ国語科の授業力向上に努め

てきた。

川開南小との連携で、見えてきた「子ども主 本校の授業形態の特色のひとつに「一人学び」

体の授業づくり」 があげられる。①音読②視写③書き込み(子ども

1開南小との4年間の連携に当たって に確実に言語能力者E付けるための3点セット)が

アドパイザリースタッフ派遣事業の要請を受 全校・全学年で行われ、系統的な学びの中で殆ど

け、平成 24年度から平成 27年度までの4年間、 の子がすでに身につけている。

開南小の校内研究に関わってきた。その問、人事 「一入学び」のための担任が作成する「一入学

異動等の関係で学校長、研究主任の教員が3名も びの手引き」によって、「基礎的・基本的な力を

入れ替わった。しかし、教職員は替わっても開南 身につけると共に、子ども主体の授業づくりにお

小は、継続して校内研究に「国語科における授業 いて確実に言語力を身に付けさせるための方向性

づくり」を位置づけ、日々の授業改善に取り組ん が示されている。

でこられた。 そのため、たとえ教師が変わっても(新任職員)、

4年聞にわたって開南小と大学が連携を続け、 子どもたちの学び方は育成されている。

毎年のように理論研修を行い、低・中・高学年の 5カ年の蓄積の大きさを実感している。

研究授業と授業研究会に参加する貴重な機会を得 「一入学び」は、「基礎・基本的な能力J1学習

ることができた。 の自立JI主体的に学ぶ力JI考える力JI書く力JI活

子ども達の豊かな学びの姿に教師の真撃な取組 用力」を育むことができると確信している。 (1小

の様子を重ねることができた日々であった。この 学校国語授業のあじまー」より)

4年間の授業研究の積み重ねの中から、昨年度、 本校の子どもたちは、その「一人学び」のおか

本年度の研究や実践等に焦点を当てて紹介してい げで主体的に教材文を読み取り、自分自身のしっ

きたいと思う。 かりとした考えを持っているので、集団における

2学校経営と校内研究のつながり

(1)学校経営と授業づくり:学校長

本校は平成23年度から、国語科を中心とした

継続した校内研究で授業研究者E進めてきた。その

五カ年間継続して研究を深めた結果、「開南小学

びのスタイル」を確立することができた。このこ

とは、本校の学校経営で大切にしている授業改善

の取組の成果だと捉えている。

今年度は、これまでの平成25・26年度に引

き続き「国語科における思考力・判断力・表現力

を育てる指導の工夫と評価のあり方」を主題とし

て、研究授業を通し日々の授業改善に繋げる取り

組みを行ってきた。

本年度は、第2学年の授業者E皮切りに、 5年生

話し合い活動に参加した際に、相手に自分の考え

を上手く伝えることができ、学び合いが活性化し

ている。

このような取組が功を奏して、 4年間、継続し

て全国学力調査の結果において、全教科共、全国

平均を上回る好成績である。特に算数、国語のB

問題では全国を大きく上回る結果を出している。

ここで本年度特に心に響いたことを少しばかり

記してみたい。

1 1月 19日に行われた第5学年の「大造じい

さんとがん」の検証授業後の授業研究会において

玉城准教授から「子どもたちはとてもいい疑問や

課題を挙げている。J1教師の発聞は、子どもの書

き込みの中から見つけることができる。J1子ども

のつぶやきを教師は取り上げることが大切J1子
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どもの疑問や思いを授業に活かすことが、教師主

導ではなく子ども主体の授業づくりにつながる。J

「揺さぶりをかけ、子どもを不安定な状態にする

ことが考えることに繋がる」等の助言を頂いた。

長時間にわたる熱心で具体的な指導から多くのこ

とを学び、指導案の見直しが行われた。

1 1月27日の小中連携の研究授業は、検証授

業とはガラリと変わり、子どもたちが生き生きと、

しかも子ども達の考えが行き交う学び合いの授業

展開に改善されていった。

「教師の授業づくりの視点が変われば子どもの

学びが変わるJI指導の方法や発聞を子どもの実

態に即して行うと子どもたちの学び合いが活発に

なる」ということを目の当たりにした。

教材研究をどのように授業づくりに結び付けて

いくかを学ぶ貴重な場となった。「子どもの思い

に寄り添い、子どもと共に成長する教師」を学ぶ

ことができ、開南小学校の子ど、もたちは、国語の

授業を通して「主体的に学ぶ力」が育成されつつ

あることを確信している。

今後とも学校経営の中核に「子ども主体の授業

づくり」を掲げ、校内研究を通して日々の授業づ

くりの改善に向けて取り組んでいきたい。

(開南小平田真知子校長)

(2)校内研究の経緯

開南小学校では、平成 23年度「国語科におけ

る『読む力』を身につけた児童の育成」、平成 24

年度「国語科における読む力を活用した言語活動

の工夫と評価のあり方」を研究テーマとし、国語

科に焦点を当てた研究に継続的に取り組んでき

た。その中で、各学年において「一入学びの手引き」

を作成し、それを活用した書き込み指導をするこ

とにより、子ども自らが課題を発見し、「一人読み」

「グループ、クラス全体での読みの交流」により

課題解決に繋げていく「確かな読みの力」をつけ

る研究を推進してきた。

平成 25年度から平成 27年度までは、「国語科

における思考力・判断力・表現力を育てる指導の

工夫と評価のあり方」をテーマとし、これまでの

研究を継続しながら、「指導と評価の一体化」に

よる「確かな学力」を目指し、評価場面や評価観点、

評価規準、評価方法、支援を単元計画に位置づけ

る取り組みや、「単元を貫く言語活動の充実JI学

習形態の工夫」についての研究を推進している。

(3)校内研究のテーマと一入学びや学び合い

の関わりについて

本校のテーマである「国語科における思考力・

判断力・表現力者E育てる指導の工夫と評価のあり

方」にせまるためには、子どもたちが主体的に学

ぶことが大切だと考える。子ども主体の学習づく

り(課題の発見と解決に向けて主体的・協働的に

学ぶ学習)に向けて本校では、単元を貫く言語活

動と一入学びの研究を深めてきた。

子どもたちは一入学びで、音読、視写、書き込

みを行い、各自が自分の考えを持って授業に参加

し、学び合いで自分の考えを友だちの考えと比較

し、再構成する。その後、並行読書の本で、教材

文で学んだ読みの力を活かすという学習を行って

いる。一入学びは、時聞がかかるし大変だが、読

解力(考えを書き込む力)問題解決力(自分の疑

問をもとに学習課題を作る力)、説明力(自分の

考えを表現する力)、コミュニケーション力(友

だちに説明する力)を身につけさせるのに有効だ

と考える。

本校では、教材文で学んだ書き込みの仕方を生

かし、並行読書にも同じように自ら書き込む子ど

もたちがたくさん見られた。また、一入学びの後

の学び合いでは、一人一人が自分の考えをしっか

り持って話し合いに臨むので、話し合いの時に活

性化が生まれた。教師は、子どもの書き込みを見

ることでひとりひとりの考えを捉え、授業づくり

に活かすことができた。

次に指導する側の教師についてだが、私たち教

師も子どもたちと同じように、教材文を解釈して

いくときに視写、書き込みを行い、他の先生方と

交流を行っている。書き込みを行うことでポイン

トに気づき、教材文を深く理解できるようになる。

また、子どもの疑問や課題、思いや考えに寄り添

うことができる。

子どもたちの一入学びで培われた力と、教師が

書き込みで教材解釈を深め授業づくりに活かすこ

とが相乗効果となり、子ども同士、教師と子ども

が互いに学び合う、子ども主体の学習づくり(課

題の発見と解決に向けて主体的・協働的に学ぶ学

習)に繋がると考える。

(開南小平良美矢子研究主任)
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る。「で・と・に学習」の 「に」は生活に活かそ

うと努力したり活かしたりする力である。

ここでは、単元を貰く 言語活動や並行読書を行

うことで、子どもの学びの必然性や達成感等を実

感させることにした。

そのことを共有するために理論研修は、毎年の

ように行ってきた。それは、 4月に教職員の入れ

替わりがあり、新しく入ってきた職員への説明

と現職員との共通理解の場にするためである。

また、開南小の特色として、新しい職員が校内研

究を日々の授業づくりに繋げられるように現職員

が真っ先に授業を公開している。その中で学んで

いくのである。下記の写真は、理論研修と研究授

業の様子である。

唱。n~殉. ..鍵個'"園固"'.喝聞.....・・E‘"・・..駐て""姻・"ム

(2) Iで ・と・に学習」の具体的な取組み

「で ・と・に学習」を全学年で取組むに当たっ

ては、下記の5点に絞り込むことになった。

一入学びの手引き作成

書き込みノートの活用

学習計画表の作成

単元を貫く言語活動の設定

並行読書

①

②

③

④

⑤

 

5つの具体的な取組について、 実践を織り交ぜ

ながら説明していきたい。

①一入学びの手引き

「一入学びの手引き」は、学校全体で統一する

部分、子どもの実態や教材の特色をもとに変更し

ていく部分をすみ分けし、教材研究の中で生み出

していくようにしている。単元毎に作成している

低学年と高学年の「一入学びの手引き」を紹介し

たい。
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3 大学が開南小と連携した主な取組について

開南小と大学の連携で行った主な内容は下記の

通りである。

(1) Iで ・と・ に学習」の導入

①「一人で読む力」を育てる

子どもにも分かりやすい「で ・と.fこ学習」を

導入することになった。「で・と・に学習」の「で」

は一人で学びの時間のことであり、全学年に「一

入学びの時間の設定と一入学びの手引きを与える

こと」になった。

「なぜ、子ども達にとって一入学びが必要なの

か、 一入学びの効果は何か、 一入学びを通して子

どもにどんな力を育てるか」を中心に話し合いな

がら実践に繋げてきた。

一入学びを行うことで「学習の自立」と「子ど

もが文章と対話することができるJことをめざす

したのである。

子どもは、文章と対話する中で「不思議だJIど

うしてJIもっと知りたい」という疑問や課題、

つまり「問いをたてるj ととができると信じたか

らである。

そのために「一入学びの活動に何を入れたら良

いかJI一入学びはいつさせるのかJI一入学びの

手引きがだれがつくるのか」など様々な疑問を現

場の教師と一緒に考え、話し合いながら進めてき

た。

②「ともだちと読む力」を育てる

「で ・と・に」学習の「と」は、 「友達と学ぶ」

相互交流の時間である。この学び合いの時間では、

多様な読みを学び、子どもは自分の読みを深め言

葉の力をつけていく大切な時間となる。子ども一

人一人が自分の考えと他者との考えの違いに気付

き、共感、反発、納得など様々な思いを持ちなが

ら自分の考えを再構築していく場でもある。

ところで一入学びから友達との学びに入るため

には、その途中で大きな難闘を突破しないといけ

ないことがある。それは、課題の焦点化という活

動である。後ほど実践事例をもとに詳しく述べる

ことにする

③「学んだことを生活に生かす力」

教材文で、培った力、つまり、是非身に付けて欲

しい言葉や読む力や書く力等は、日々の学習や生

活の中に生きてこそ、学ぶ喜びを実感するのであ
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ア低学年の手引き

l年生の手引きは項目も少なく なく楽しく学べ

るようにイラスト等も入れている。
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エ 一入学びの手引きの冊子作成

このように全学年で取り組んできた「一入学び

の手引きJ等は、下記のように校内研究の財産と

して小冊子にまとめている。毎年、各学年の取組

みが工夫されていくのである。その積み重ねが授

業づくりの改善に繋がっている。

穣肉研究テーマ

ー恩毒カ・判断力・表現力を宵てる

指導の工夫と評価のあり方

『国語科

学びの手引き』

上記のものは、 4年生の短歌の学習を行う際の

手引きである。子どもの実態、教材の特徴を考え また、手引きに即した書き込みノー トづくりが、

た「一入学びの手引き」になっている。 全校一斉に取組まれている。子どもの書き込み

ノー トの書き込み等は、授業の中に活かすように

心がけている。書き込みノー トには、学習の足跡、

学びの過程が記されている。形成評価等にも活か

ウ開南小の 「一入学びの手引き」の特色

開南小の「一入学びの手引き」の特色は、学習

指導要領の指導事項を挿入していることである。

そうすることで、 一入学びの時から指導事項を意

識しながら取り組んでいる。

されている。
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入学びの足跡でもある。先述したとおり書き込み

は、固定化することなく、子どもの中で読みが深

まるにつれてどんどん豊かになっていくのであ

る。

書き込みノートの活用② 

向島 チ

このような子どもの書き込みが授業の中にどう

活かされていくかは、 「教師が書き込みのチェッ

ク」や「本時の授業で身に付けさせたい力」によっ

て違いがでてくる。書き込みを基にした授業実践

については、後ほど詳しく述べることにする

後 6年生の書き込みノート

!ふ!?町内:j!?jjj1jji
j;1サ蛇国語;おijHr
g;::ぺ盤 ;¥i;iI:2; 
;ug議週一jEiJ21!

‘②書き込みノートの活用

、低・中学年→ノートに今立縛主主

高学年 →(教材文が長い場合)

数料容の位大コピーを活用

同

法 Aレ

*不思議に思ったことや疑問に患ったこと、
考えたことなどを自白に告さ込む

ア 低学年の書き込みノート

下記のノートは、 2年生の書き込みノートであ

る。低学年は、教材文をマイノートに一行空きで

視写している。空いているところに文章と対話し

た書き込みをどんどん入れている。

教材文と書き込みを区別するために赤ペンでか

き込みをしている。書き込みはどんどん付け加え

られていく。読みが深まるにつれて書き込みの内

容に豊かさが出てくる。子どもの読みが繰り返し

読みで日々、深まっている証拠である。

③ 学習計画表の作成

ア 学習計画表は子どもと一緒に作成

学習計画表の作成は、教師と子どもが一緒に

なって行うものである。

学習の計画を立てることでゴールまでの道筋が

明確になる。下記の学習計画表は、第6学年のi}11

とノリオ」の授業づくりの計画表である。
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イ 高学年の書き込みノー ト

高学年は、長文が多いので教材文をコピーした

ものに書き込みを入れている。

子どもにとっての書き込みノートは、教材文と

の対峠であり、一人で読みを深めている大切な一
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いる。それは、経験を重ねる中で要領を得ること

ができるからである。また、子どもの実態や教材

文の特徴でも若干違いがでて来るからである。

基本的には、子どもの疑問や課題を焦点化して

いくことは、子ども自身が読みを深めていく過程

でもあると考える。

まず、教師がやらなければならないことは、教

師自身が課題を立てることである。教師の最も指

導したい課題を立てることで、子どもの課題との

接点を見つけることができるのである。筆者の実

践で先述した通り、子どもは読めばすぐに解決で

きる課題を出してくることが多いが、繰り返し読

んでいく中で単元全体を頁く課題を設定できるよ

うになる。共通課題として魅力ある課題をどう設

定していくかは教師の力量とも大きな関わりがあ

る。開南小では、全学年において子どもの課題を

大切にした取組が全学年で行われている。課題の

焦点化に向けた取組である。

(ア)第2学年「きつねのおきゃくさま」の課

題の焦点化

第 2学年による課題の焦点化の掲示である。

似たような課題同士をひとつのグ、ループとして掲

示し、その代表的なものを共通課題として上の方

に位置づけていることが分かる。

前ページの学習計画表の3番目と 4番目の謀題

は、子どもの課題を焦点化したものである。多様

な課題の中からこの二つの課題が共通課題として

選ばれたのである。それは、子どもと教師が吟味

して決めたものである。5番目は、第6学年の指

導事項を基に読みを深めるようになっている。指

導事項については、一入学びの手引き同様、指導

計画にも位置づけている。

この学習計画表から単元を貫く言語活動が「紹

介パンフレットづくり」であることが分かるし、

並行読書の欄も設けられている。重ね読みに「ひ

ろしまのうた」が設定されている。赤丸の部分は

入れ子構造である。このような学習計画表を作成

していくためには、子どもの多様な課題の焦点化

が重要な活動となる。

イ 学習計画表に位置づけられた謀題の焦点化

について

筆者自身も課題の焦点化については、試行錯誤

しながら実践してきたことである。「なぜ、課題

を焦点化しないといけないのかJi課題の質をど

のようにして見分けていくのかJi謀題の焦点化

はどのようにして行うのかJi共通の課題になる

のは、どんなものがあるか」などの疑問の解決は、

自らの実践の中で解決することが重要だと思って
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琉球大学教育学部教育実践総合センタ一紀要(第 23号)

(イ)第5学年「大造じいさんとがん」の課題の焦点化の掲示物から

5年生の「大造じいさんとがん」の中に出てきた子どもの課題を似たもの同士でグ、ループわけしたも

のである。いくつかのかたまりの中で最も話し合いたい課題を吟味しながらが学習計画に載せる課題を

決定していくことになる。

どの学級でも単元が終わるまで子どもの課題を大切にし、多様な課題を焦点化していった過程が見え

るように工夫している。

(ウ) 魅力ある課題は2っか3つに

上記ようにいくつかのかたまりの中から単元全体を買く課題を決めていくのであるが、その代表にな

る課題は、 2っか3つに絞られる。学習計画の中に子どもの疑問や課題の中から魅力ある課題、すなわ

ち単元全体を貫く課題が位置づけられている。これは、教師自身がしっかり教材解釈を行っていて付け

たい力を明確に持っているからできるのである。このように、魅力ある課題を設定することで、 子ども

の問いを基に授業を展開することができる。それは、まさにアクテイブ ・ラーニングに繋がる取組その

ものだと考えている。
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④単元を貫く言語活動と並行読書

ここ 2，3年の聞に単元を貫く言語活動や並行

読書についての実践がかなり増え、学ぶ場も多く

なっている。同時に「なぜ単元を貰く言語活動な

のJi並行読書はどうして必要なのJi学習過程に

おける入れ子構造やABワンセッ トには、どのよ

うなメリッ トがあるのかJi単元名は変えていい

のかJi作ることが目的になって、子どもの読み

の力は確保できるのかJi単元学習とどのように

違うのか」など様々な疑問や課題が生まれてきて

いる。

それに応えるべく、筆者自身も様々な研修や授

業研究会等に足繁く通い、自分なりに学び、理解

を深めてきた。大切なことは、現場の先生方と同

じ学び手の一人として単元を貫く言語活動、並行

読書を実際の授業に取り入れることでの効果や分

かつてきたことをEいに共有しながら進めていく

ことである。

単元を貫く言語活動や並行読書は、有効な手立

てであるが、全ての国語科の指導にそれをあては

めるようなことはせず、学校や児童の実情に合う

やり方で進めてきた。開南小での実践を紹介して

いきたい。

ア i)11とノリオ」の実践から

(ア)第4時の侵業 :人れ子構造を導入

めあて:i悲しみが伝わってくるのはどこか考える」

.剣町4・・a掌・

r.しa与が伝わ 官τ〈る由悼どこか唱える』

事監手斗・F事宣車耳『
r川とノリオ』

車藍苦晋置~.
「ヲーみれ島J rヒロ シ マのう だこJ
「メξメ、4こえ玄.nえ<tJ、っ たこ舟ミだこち肉、」

(イ) 並行読書の選定

並行読書に「すみれ島JiひろしまのうたJi大

人になれなかた弟たちへ」の3冊が選定された。

それは、教師の教材研究の中で生まれてきたもの

である。この3冊を教師は、しっかり読んでおか

ないと子どもへの指導ができなくなる。教科書教

材文とあわせしっかり読むことが大切である。

(ウ) 第 5時の授業:i) 11とノリオ」と「ひろしま

のうた」との重ね読み

.鋪16.の..
rti>rこ.いた宮町ヨIJを轡えよラ

教科書 教柑
r川とノリオ』

並行読書
『ヒロシマのうた』

重量求基霊莞弓か

「ヒロシマのうた」は、全員が読んでいる本で、

教科書教材のi)11とノリオ」で心に響いた言葉と「ひ

ろしまのうた」で心に響いたことを出し合ってい

る。

単に心に響いた言葉の発表で‘なく、両方に共通

することは何か、戦争が人聞に与えた影響、人間

の生き方について、各自が重ねながら発表するこ

とによって、よりテーマに深く近づき、交流する

ととで読みがさらに深まっていったのである。

(エ)単元を貫く言語活動:i戦争と人間の生き方」

を紹介するパンフレッ トを作ろう

教材文 i)11とノリオ」を学んだあと、並行読書

で3冊のうちの 1冊を選び、パンフレットづくり

に取り組んでいる。パンフレッ ト作成において、

「あらすじまとめJi心に響いたことばJi心に響い

た理由Jiお薦めポイントJiおすすめしたい理由」

等をきちんとまとめる学習が行われている。i)11と

ノリオJで培った力をもとに「戦争と人間の生き方」

を描いた本を紹介するパンフレットづくりに挑戦

したものを紹介する。

「戦争と人間の生き方」のパンフレ ット:

並行読書に「すみれ島」を選んだ子 の

パンフレット

1入学び

/ 
パンフレット
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琉球大学教育学部教育実践総合センタ一紀要(第 23号)

まず、第6学年の指導事項である「優れた叙述

に気づく」が並行読書でも活かされるようにする。

なぜ、その叙述が優れているのか、自分の理由

もまとめ、根拠を明らかにする力を育てていく。

このように、その学年で是非、身に付けたい力

を読みの中で培い、さらにその力を表現していく

場を設定する。「読み取ったことは書くこと、つま

り、表現することによって定着する」ということ

を子どもにもしっかり植え付けていくのである。

19明義夜型車三ZFE理方雪F'Jh

教材文でパンフレットの作り方を学んだ後、 一

入学びで上記のようなパンフレットを仕上げ、そ

れを互いに交疏していくのである。

そのことを通して、他の本も読んでみたいとい

う気持ちが出てくるのである。読書の広がりが期

待できる。

(オ) 教師の教材研究ノートの一昔flを紹介

これまで大まかな取組みについて述べてきたが、

授業づくりの裏には教師の教材研究の深さが隠れ

ている。ことで、ほんの一部であるが、教師の教

材研究ノートを紹介する。

+ 教材研究①

宅司ー礎0"'1

r;';i1 、.
ι~jJ ...ι4山 .>.市...，.".

教師自身が子どもにさせることを全て教材研究

ノートに書いていることに気がつく ι思う。

第6学年の指導事項にある「人物相関図J["心に

響いた言葉」を教師が教材研究ノートに書いてい

る。

「心に響いた言葉」をいくつかあげながら、その

理由もきちんと書いている。そうすることで、子

どもの思考が予測できるのである。子どもが出し

てきた「心に響いた言葉」を基に指導と評価でき

るのである。このように子どもにさせることは、

しっかり教師も前もってやりながら、子どもと共

に読みを深めていくことが大切である。ここまで

は、主に高学年の実践を中心に述べてきた。この

ような取組みによって、子どもの読みにどのよう

な変容が表われたのか、活用にどう繋げているの

か等の実際の授業の様子を紹介する。

(2) 子どもの課題や書き込み等を活かした学び

合いの授業を重視して:子どもの変容から

① 第2学年「きつねのおきゃくさま」教育出

版2年上の実践(崎山奈津子教諭の指導)

この授業の課題は、「きつねとおおかみがたたか

う」山場の課題である。「きつねは、にげればいし、

のにどうしてたたかったのだろう」と子どもが出

した課題である。それをもとに授業を展開していっ

た。その時の様子のーコマを板書と授業記録の一

部を紹介する。

ア板書:授業の足跡が明確に残る

板書からもわかるように山場の場面で指導した

い叙述を板書に残している。付けたい言葉の力を

明確にしている。授業で、印象に残っていることは

「子ども達が自分の考えの根拠を叙述に即して述べ

ていたことJ["文章を丸ごと読みながらきつねの心

の変化を捉えていたこと」である。

また、教師は指導すべき叙述に即して子どもの

思いや考えを整理し、それを次時へつながるよう

に方向づけている。

板書計画の中で予測し、実践に生かしているの

である。

-192-



玉城、平田、平良、崎山、上地、新城、 具志、仲村:I一入学びと学び合い」を取り入れた子ども主体の授業づくりの実践研究

イ 話し合いの様子から:学び合い

T:きつねは、どうして、逃げればいいのにたた

かったのかな。

C:3人を食べたかったからだと思います。

C:おおかみにえものを取られるから。

C:えものを守るためだと思います。

T:えものって何のこと?

C:ひよことあひるとうさぎ

T:どの言葉からそう思ったの?

C:うさぎもまるまる太ってきたぜ、とあるから

太らせてから食べるため。

T:きつねは、ず、っと食べたい気持ちだったのかな

C:いいえ。食べたい気持ちがど、んどん減ってきた。

C:褒められたから、食べたい気持ちが減ってきた

T:なんと言って褒められたの?

(C :他の考えはありますか。と児童同士つな

いでいった)

C : 1ゅうきがりんりんとわいた」とあるから三人

を守るため倒さないと !という気持ちだ、った

と思います。

C:家族みたいな三人を守るため。

T:家族って誰のことかな?

C:ひよことあひるとうさぎ

C:やさしい、親切、かみさまみたい、と言われ

たから、家族みたいに思っていたと思う。

T:家族を守ろうとするきつねの様子がわかると

ころはどこカ、な?

(視写ノートで書き込みも確認)

C : 1ゅうきがりんりんとわいた。」という言葉から。

C : 1じつに、じつに、いさましかったぜ。」と書

いであるところから。

C : 1おお、たたかったとも、たたかったとも。」

T : 1言うなり、きつねはとびだした」とあるけど、

「言うなり」ってどういう意味かな。

C:すぐ、という意味。

T:しばらくたってから、ではなく、すぐ!なん

だね。

(ここで、「逃げるかどうか迷っていたら、す

ぐとびだしたかな」や 111言うなり』と 『しば

らくたってから』では、どうちがう ?Jと発

問していたらよかった。)

T:先生にきつねの声が聞こえてくるよ。みんな

も耳をすませてごらん。どんな気持ちで

ているのかな。

T:みんなの考えをもとにして、もう一度 「きつ

ねはどうしておおかみと戦ったのか」自分の

考えを書いてみよう。(再構築)
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ウ 子どもの最初の考えと再構築をした考え

上記の子どものワークシートからも分かるように話し合い活動を通して、自分の考えの根拠を叙述に即

して明らかにしている。最初に一人で考えた時と比べて再構築した時の文章に深まりが見られる。話し合

いの中で当初、ひよこゃあひる、うさぎを「えもの」と捉えていたが、やがて 「家族」に捉え直していった。

それは、互いに読みを深めていった証拠である。

その後、再構築したものを基に学習の振り返りを行っていたが、子ども達は、 100さんの意見がとても

良かったので自分の考えに付け加えましたJ100さんは、自分の考えていないことを話していたので、と

てもすごいなと思いましたJ100さんの意見から最初の考えが少し変わりました」などが出ていた。子ど

も達は、学び合いの中で、互いの良さや仲間同士で学び合う ことの素晴らしさに気づいていることなどが

分かつた。

教材文で培った力を表現活動に繋げる:教科書教材→並行読書→自己表現へ

(ア) 1大好きな場面にプラス 1のお話っくり」→1年生に読み聞かせ

単元を貫く言語活動に「大好きな場面にプラス lのお話をつくり l年生に聞かせよう」を設定し、教材

文と並行読書で下記のようなお話を作成している。読み書き関連の学習である。

エ

}
UJ
イ

上記の左の写真は「きつねのおきゃくさま」の教材文の中で各自が最も大好きな所を中心ににプラスワ

ンで自分の続き話絵を書いて発表している場面である。右の写真は並行読書で読んだ「ラリーはうそつき」

の最も好きな所を中心に続き話を書い発表している場面である。
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(イ)1 2月に行われた学習発表会での表現活動 している。その時の様子を校長先生が「職朝 ・校

この単元で官IJった物語をもとに学習発表会で披露 長だより」に下記のように記している。

2年生でも、こんなに高学年のように国語の授業を再現してしかも長時間、昔話を紹介す

ることが可能なんだとひ、っくりしました。研究授業の素晴らしさがさらに蘇ってきました。

自信を持って一人一人が一生懸命に取り組んでいる姿に感動を覚えました。堂々と台詞や

合奏、場面ごとの移動等とても低学年には見えませんでした。一以下略ー

その時の様子から

②第3学年国語科 「わすれられないおくりもの」教育出版3年上(新城美喜教諭の指導)

ア 板書から授業を振り返る

板書からも分かるように子ども達の問い、「なぜ、

ゆたかさで悲しみがきえたのだろう」を基に授業

が展開していった。叙述に即して意見を述べ、登

場人物の心情の変化を良く捉えていた。授業が進

むにつれ子どもの読みの深まりが参観者にも手に

取るように分かる授業であった。

殆どの学校がそうであるように、開南小でも板書

を基に授業のリフレクションを行っている。ここ

では教師同士の授業研究会の様子を記載する。

-195-



琉球大学教育学部教育実践総合センタ一紀要(第 23号)

のを使ってみんなで過ごしているよ。

C:あなぐまさんと一緒にいてとても幸せだ、つ

たよ

等の書き込みをもとに続き話を書かせることで

子どものノートは、充実したものになっていた。

普段の子供たちの学習の様子が出せていたの

で、今日はリ ラックスした雰囲気で学習ができて

いた。

書き込みを話し合い活動に生かすことで、 子ど

も達は普段どおりに自分の考えを述べることがで

きていた。教材研究段階で「悲しみが消えた」部

分に子供たちの興味が集中するだろうと予想して

発聞を用意し、 子どもの思考を予測していたので

-196-

局
ソ
が
と
九

一
は
ぐ
ま
で
八

什
ん
み
て
い
る
よ
。

の
す
ば
ら
ち
い
ケ
リ
じ
め

径
一
時
て
行
ん
な

す

で

て
い
る
工
、

今
す
た
な
で
パ
ム
T
J
写
る
川
で

ア
ナ
列
芯
人
的
内
山
ち
に
ワ
レ
ゼ

J

ト支
U
一九

内

〈

ト

ペ

い

ラ

i

ご
と

忠
告
に
い
品
正
一
〉
u
v
b
k
一

子どものノートの紹介

。

。

イ 教師同士が学び合う便業研究会の様子から:

一部を抜粋

(ア) 本時をふり返って:学年主任から

今回の単元は9月の物語文として学習している。

本指導計画では、 1 1時間で学習しているが本来

は9時間。最後は2年生に紹介して終わる。

視写ノートをそろえるのに時間がかかった。

学年でも見写することで、児童の立場になって教

材研究を進めた。

「悲しみが消えた」部分に子供たちの興味が集中す

るだろうと予想し、ここを中心とした。

発言を流してしまうのではなく、内容を深めるた

めの切り返しの発問の工夫をした。

指導者の意図として、行聞を読むための話し合い

に重きを置いた。

(イ) 授業者の説明

。 子供たちが授業者の予想を上回る発言をして、

教材内容を深めていた。例えば

発問:みんなの悲しみが消えて、みんなの中か

らあなぐまさんも消えてしまったのかな?

C : i楽しい思い出を話すととができるように

なったのです」と書いているので、皆の中からあ

なぐまさんは消えずに心の中に残っていると思う。

C:もぐらは 「かえるとかけっこをしたおかに

のぼったから」心の中から消えていない

C : iお礼がいいたくなったJiそばであなぐま

さんが聞いていてくれているような気がした」と

あるからあなぐまさんは、心の中から消えずにず、っ

と残っている。

など、叙述を基に登場人物の心情の変化を述べ

ることができるようになっていた。

。 発聞には最後まで悩んだが、子どもたちがノー

トに書きこみした言葉でさらに内容を深めている

ことがわかった。

発問 :iありがとう。あなぐまさん」に書き込み

をしているお友達がたくさんいました。もぐらに

なったつもりでお礼の続きを書いて発表しましょ

っ。
C:あなぐまさんが残してくれた知恵や工夫で

みんな助かっているよ。

C:いろいろなことを教えてくれたからおEい

に助け合うことができたよ。

C:あなぐまさんからの忘れられないおくりも
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教師自身おちついて授業に臨むことができた。ま

た、学習する内容を精選し、「ゆたかさで悲しみが

消えていったわけ」を話し合うことを中心活動と

することで、教材文を丸ごと読むことができ心情

の変化に繋がっていった。

このように授業者は、子ども達の学びを良く捉

え、「子ども主体の授業づくりにおいて大切なこと

は何か」を本時の授業を振り返る中で明らかにし

ている。このような授業者の説明こそが授業参観

者の大きな学びに繋がっていくことを実感した。

(ウ) 授業者E参観して:授業の流れ・場の設定・

板書のくふうから:開南小の教職員

-本時の授業者E参観して子供たちの成長を感じた0

・叙述にそって読むことができていたので、行聞を

どのくらい読むことができているか関心があった。

授業者からの説明のあった通り、行聞を読み取る

力が付いている。

-掲示物が前時までのふり返りに効果的だ、った。こ

れまでの学習の経過が掲示されていたので、経緯

がわかりやすかった。

-流れはスムーズ、だ、った。全体での交流の後に並行

読書に入ったので、よりスムーズにできていたと

思う。

・時間がオーバーしてしまったが、このようなとき、

発言で、きなかった子供たちの考えをどのようにみ

とればよいか。

-席をグ、ループ活動しやすいように配慮されてい

た。また、普段からグループ学習ができているのか、

話し合いをしやすい雰囲気だった。話し合いの形

態がいくつかできていたが、普段から訓練してい

ることが伺えた。

・発言者に偏りがあったが、その分、その子たちが

授業を引っ張っていた。

-視写ノートができない子の支援のためにコピーを

活用していた。

-板書は流れに沿ってわかりやすいが、発聞が書か

れていないので、低い子には途中でなにを書いて

いるのかわからなくなることも考えられる。板書

に入れたほうがよい。

上記のように参観者の感想をランダムに並べて

みた。いろいろな視点から感想が述べられている

ことが分かる。ここに掲げたことは、ほんの一部

であるが授業者に対しての率直な感想である。

このような感想等を述べた後、研究協議のテー

マを設定して話し合いを深めることも大切だと思

う。時間的な制約もあり、今回は、筆者の指導助

言に入ることになった。

筆者は、次回の校内研究会に繋げるために「子

ども主体の授業づくりにおいて何が大切かJI本時

の授業の成果や課題は何かJI課題に対しての対策

としてどのような手立てが考えられるか」等、筆

者自身の考えをもとに指導助言を行った。

今後は、子ども主体の授業づくりにおいて「子

どもの聞いの立て方や焦点化の仕方JI書き込み

が授業の中でどのように生かされていたかJI本時

の話合い活動において、子どもはどのように学び、

読みを深めていったか」など参加者同士でさらに

話し合っていくことが大切である。そうすること

で、ますます校内研究の授業づくりを日々の授業

づくりに繋げていくことができると考えている。

(エ)Iわすれられないおくりもの」の単元を貫

く言語活動と並行読書

単元を貫く言語活動を「シリーズの世界へめん

そーれ」としてリーフレットを作成している。

目的意識を持ちながら単元全体を「読み書き関

連」で子ども達の読みの定着を図っていることが

よくわかる。

リーフレットの表面が「教材文」裏面が「並行

読書」となっている。第3学年の指導事項をしっ

かり指導した足跡が子どもの作品に表現されてい

る。

ほとんどの子どもたちが、教材文で学んだこと

を「並行読書」に生かすことで、同じ作者のシリー

ズの本を喜んで読むことにつなげることができた。

ここで子供の作品を紹介したい。
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【子どもの作品】
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リーフレッ ト表面(教材文) リーフレットの裏面(並行読書)

上記の子どもの作品から 3年生の指導事項の「心情の変化の読み取り」に視点をあてた指導の足跡がう

かがわれる。また、登場人物の人柄をしっかり捉えているし、あらすじも 「はじめにJI次にJIそれから」

「おしまいに」と接続語を使用しながら起承転結で押さえている。教材文で学んだことが並行読書にもしっ

かり活かされていることがわかる。

IV I一人学びや学び合し、」のアンケー卜調査の結果

これまで述べてきた実践をさらに改善していくために、今回は、 4年間継続して取り組んできた 「一入

学びや学び合い」について、学級担任を対象に記述式のアンケート調査を行った。

1 教師の記述式アンケー卜から

(1) I一入学び」で授業づくりの変化

1 

① 低学年の教師の感想 :子どもの様子と授業づくりの変化
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低学年の子どもたちは、話したがりが多い一方でなかなか話したがらない子がいる。発言の少ない子が

進んで発言したり「国語が大好きJiもっとやりたい」と一人学びを楽しみ、主体的に学ぼ、うとする姿が見

られる。また、教師自身が子どもと同じように一入学びをすることで教材解釈が深まり、授業づくりにお

いて子どもと共に学び合いながら成長しているという言葉から「指導書のみに頼らない教師自身の手作りの

教材研先だと言える。

② 中学年の教師の感想から
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中学年の子ども達も音読のおかげで長文でも抵抗なく読み、読み深めていることが分かる。課題の焦点

化に向けて教師自身の教材解釈の大切さや担任聞の交流の必要性、子ど、もの立場に立って教材研究をする

ことの重要性を共有している。
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③高学年の教師の感想から

1 枝肉研究に f一入学び」を取り入れだことで盟 業づくりに変化はありましたか
子どちの様子から

砂イ不マ寸れ什わザ寸r'{ιZといιCI，7カウ 吟 4外寺重移李ゴ:11::-士 f時荏 議 fι二〆‘写ざ沙白い}グ4守付}:;J_l ，ドt

冶伊二ヲ7予4モ芝 T写仁れグ宍;尺ぷ;う， e;.')乃災:レ〆 J山匂官 オ:ワ'" よオf妙多'，j~→労"Ii務53怠も芝' 二k介、り白下eで?ぞη‘'1汐空喜よσ?小ご ず穴二よ九勺符存:仰

， Iι ト沙;::，

糧難づくりから

#~;:j -;人ぞLZ，:")(':'

ーミ:_:ぺJかミャ

わ秘主い一一メザひ柄拘家宅k・対決沙織州療品牢節以守口約」民按襲警伊覧会主;、をが手!日斗多潔

¥:.: ífな~-q)" ~'ó，t;.，~，〆F〆め〆-1-- 1J'~:> '蛍，?'(，.宮市?併し 務ω時'Z" ふニ後..n";>"ihr;7)':;5'c.，，'t 0) 

ぜかJじたじγ 今舟w乞ぷ撲初‘~吃野手みγn三つ柄下 'Jむの m 二ふれてたる久治、・吠表各刊金 1::.

U~合炉 エチ，-/‘干建知7 ，タ守

高学年においても学び合いの際、自分の考えを持って臨み、仲間との相互交流の場を大切にしているこ

とが分かる。また、高学年になると、読解力等に個人差が大きくなってくるが、一入学びで全体の底上げ
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夫をする一方で個に応じた指導にも力を入れていることが分かる。
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(3) I一入学びや学び合い」と「子ども主体の授業づくり」の関わり

①低学年の授業づくり

3 子どもの主体的 捜難づくりに「一入学びや学び合しり は投だっていると思いますが.役だってい
ると思う訳を指窃 き下さい。
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中学年の授業づくり
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③ 高学年の授業づくり

3 子どもの主体的捜韓づくりに「一入学びや学び古L'J 1<:主役だっていると酷いますが.役だってし、
ると思う訳をお番電!!'"Fさい.
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④考察:アンケートの結果から

どの教師も「一入学びや学び合い」の良さにつ

いて述べると同時に子ども主体の授業づくりと大

きな関わりがあることを感じている。手立てとし

て有効であることを異口同音に述べている。

しかし、この記載は「一入学び」や「学び合いJ

の授業づくりに慣れてきた教師の意見であるとい

うことである。ここに至るまでに、教師間で試行

錯誤したり様々な工夫を積み重ねたりしている。

一筋縄ではいかない取組みであることに違いはな

い。なぜなら、これまで筆者自身が何度か開南小

に足を運ぶ中で感じたことだが、担任は多くの疑

問や課題を抱え、それを乗り越えるべく努力して

いるからである。教師の苦労以上に子どもの豊か

な学びがあるからこそ、同じ国語科でしかもテー

マも殆ど同じで 5年間も校内研究を継続すること

ができたのではないかと推測している。

次年度もこの校内研究は、継続されることになっ

ている。次年度の取組にむけて、「子ども達自身が

どのように感じているのか」についての簡単なア
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ンケート調査を行った。子どものアンケート調査 夫改善が必要がある。

の結果をふまえ「一入学び」や「学び合い」の指

導の工夫を行っていきたいと考えている。

2 子どものアンケー卜調査の結果

開南小で一入学びを始めて 4年目にして初めて

子どもたちに簡単なアンケート調査を行った。低

学年は全学級の集計である。中学年と高学年は抽

出学級の結果である。今回は、全学年同じ項目にし、

低学年の子が容易に回答ができるように簡単な項

目(好きか、そうでない)を設定した。

ここでは、学校全体の調査結果を基に考察を行う

ことにした。

(1) 問い 1の「一入学びが好きか、そうでない」

の結果

学校全体の 88%の子が「一入学び」に苦痛を

感じることなく取り組んでいる。残りの 12%の

子は、「一入学び」が好きでないと回答しているが、

まだ一入学びの仕方を十分に理解していない子に

多い。特に第 1学年の子に多いことから「一入学

び」そのものを十分に理解いなかったり「一入学

び」に慣れていなかったりしていることが窺える。

学校全体として、子ども達の中に「一入学び」の

学習がかなり定着してきたことが調査結果から分

かった。

(2) 問い2の「一入学びで好きな学習は?複数

回答」の結果

子ども達の好きな学習として音読が第一位で書

き込みが二位になっている。写本は三位である。

この結果は、予想通りである。写本は、根気のい

る学習だけに今後も是非続けていきたいものであ

る。その他に意味調べが好きだという子も多かっ

た。

(3)問い3の「一入学びで苦手な学習は?複数

回答」の結果

苦手な学習について回答した子は、予想以上に

少なかった。これは開南小の子ども達が「一入学

び」の学習に前向きに取り組んでいることがわか

る。しかし「写本が苦手である」と回答した子(複

数回答)が42%いることから、写本の指導の工

(4)聞い4の「一入学びを今後も続けていきた

いですか」の結果

約8割の子ども達が「一入学び」を続けたいと

している。子ども達に「一入学び」の学習が支持

されていると捉えることができる。「一入学び」を

続けたくないという回答が最も多いのは 1年生で

あるが、まだ、慣れていないための結果だと推測

できる。高学年で、続けたくないという子が随分

少なくなっている。子ども自身が自分の学びや成

長を自覚できるようになっているからだとJ思う。

(5)問い5の「一入学びをして良かったと思う

ことについて」の結果

第1位:教科書の内容がわかりやすくなった。

第2位:教材文から「不思議だJIおかしいなJI好

きだ」を見つけることができる。

第3位:課題に対して自分の考えを書くことがで

きるようになった。

第4位:書き込みを発表したり自分の考えを発表

できるようになった。

第5位お友達の意見を聞いて「すごいな、よく考

えているな」と思うようになった。

第6位以下に:教材文をすらすら読めるようになった。

お友達の意見や考えを聞くことが楽しみである。

国語の授業が楽しくなってきた。

一入学びの手引きがあると一人で学習ができるよ

うになった。

以前より国語の授業や読書が好きになったO 等

簡単なアンケートであるが、子ども達の学びの

姿の概要を捉えることができた。特に「教科書の

内容が分かりやすい」や「教材文に自分の疑問や

課題をみつけ、自分の考えを書き込みできるよう

になった」等が上位にきていることから日々の授

業が「子ども主体の授業づくり」に繋がっている

ことがわかる。教師や子どものアンケートの結果

を踏まえ、成果と課題に繋げていきたい。
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VI 成果と課題

1 成果

(1)一入学びや学び合いを取り入れた「開南小

の学びのスタイル」の確立が出来たことが最も大

きな成果だと捉えている。開南小独自の学ひ、のス

タイルは、今後、教職員の異動があっても引き継

がれいくものだと思っている。それは学校の特色

ある取組みであり、授業づくりを学校経営の中核

に据えている成果である。

(2)子どものアンケートの結果や研究授業及び

日々の授業において、子どもが一入学びの中で確

実に基礎基本となる力を身に付けている。また、

一入学びで教材文と対話し、自分の考えを持って

学び合いに臨むことで、学び合いが活性化してい

る。このことからも「一入学びや学び合い」が「子

ども主体の授業づくり」において有効な手立てで

あることがわかる。

(3)先述した教師のアンケートや実践等からも

分かるように全教職員が意欲的に「一入学びや学

び合い」を授業づくりの中心に据えて取り組んで

いる。それが「子ども主体の授業づくり」に繋がっ

ている。授業の本質を良く捉え、教師自身が「子

どもが行う活動」を前もって全て行っている。 E

いに切薩琢磨しながら「一入学びや学び合いJの

成果や課題を共有することで、学校独自の学びの

スタイルを作る原動力になっている。

(4)開南ノj、の成果は、校内に留まることなく中

学校や近隣校にも波及効果を生み出している。今

年から近隣の小学校が「一入学びと学び合い」の

取組みを始めた。中学校の方でも進学した中学一

年生の学ぶ姿に大いに関心を持ち、先日の小中連

携の授業づくりにおいて中学校の教師からの質問

や意見、感想が多くでていた。

(5)学生や若い教師の学びは大きい。特に学生

は、公立学校の研究授業を参観することを通して

理論と実践の往還ができていることを実感してい

る。公立学校での学びを自らの模擬授業に活かす

ことでさらに学びを再構築している。そのような

学びが、教職に就いた時に実践に生かされている

ものだと思う。学生の授業参観の感想を資料とし

て添付する。(資料参照)

(6)開南小と琉球大学との4年間の連携は、開南

小の教職員と子ども達の真撃な取組みにより成果

をあげることができたと思う。短期間だけではよ

く見えなかったことが、 4年間、継続することに

よって教師の授業力や子どもの学びの姿の変容が

明確に見えるようになってきた。

2 課題

(1) i一人学び」の中ででてきた子どもの様々な

課題をを焦点化していくことが教師の大きな課題

になっている。魅力有る課題に絞っていく過程の

手立てを明確にしていく必要がある。

(2) i一入学びや学び合い」は、学級独自の取組

みよりも学校全体で取り組むとより効果があり定

着していくことが分かった。そこで全職員の共通

理解を図るために校内研究の成果と課題を積み重

ね、共有していくことが重要である。

(3) i子ども主体の授業づくり」において、ま

ず教師の教材研究の時間の確保が重要である。学

校の年間計画の中に各学年での教材研究の時聞を

しっかり位置づけることや時間確保のための工夫

が必要である。

(4)今後、子ども主体の授業づくりにおいて、

ますます小中連携や学校聞の交流が必要であり、

大学との連携をより一層強化していくことが重要

だと考える。それは、学校独自の学びのスタイル

を確立しながらもさらに工夫改善をしたり、学生

のうちから公立学校の教師から学んだりすること

で教師の授業力は、さらに向上するものだと考える。

(5)開南小で、取り組んでいる「一入学びと学び

合い」の学習と次期学習指導要領で重視されると

言われているアクテイブ・ラーニングの授業づく

りの共通点等について研修を深め、子ども主体の

授業づくりに向けて、今後も研究を進めていきた

いと考える。

V 論文の執筆に当たって

今回の論文は、開南小の平田真知子校長をはじ

め、全教職員の全面的なご理解とご協力を得るこ

とで執筆することができました。本当に有り難う

ございました。

また、 4年聞を振り返りますと、このように開

南小と大学が継続して連携で、きた背景には、 4年

前に大学の連携を受け入れた下さった高良恵子校

長、それを継続して推進して下さった渡名喜留美子

校長、本年度の研究に主体的に関わって下さっ
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た平田真知子校長のご、理解と大きな支援があった

からこそできたことだと思っております。心から

感謝を申し上げます。

とりわけ、本年度は、平田真知子校長をはじめ

全職員が研究授業の取組みの様子や日々の授業の

取組みの資料、授業記録等の提供、アンケート調

査等においてもご快諾下さり、惜しみなくご協力

を頂き、原稿執筆にも関わって下さいました。誠

にありがとうござ、いました。

また、研究授業の参観においては、学生の参加

も温かく受け入れて下さいました。お陰様で学生

もたくさんの学びを得ることができました。公立

学校と大学との連携がこのような形で出来たこと

を心から嬉しく思うと同時に今後も連携が続くこ

とを願うばかりです。

最後に大学と学校現場の学びの往還の晴らしさ

を伝えてくれた友利理乃さん、仲村渠春奈さんの

感想等の提供(資料参照)、本当にありがとうござ

いました。お陰様で大学と公立学校との連携の良

さが明確に浮かび、上がったと捉えています。お二

人にも心から感謝を申し上げます。

このように多くの皆様のご理解、ご協力に支え

られ、この論文が教育実践センターの紀要に掲載される

ことを嬉しく思います。本当にありがとうござい

ました。

注:今回は、子ども達の全国学力調査等の成績の

結果について掲載することはしませんでした。し

かし、開南小の過去4年間の成績を振り返ってみ

ますと、毎年のように全国平均を上回る好成績で

した。特に算数、国語とも B問題にとても強いこ

とが分かりました。先述した学校長のお話にもあ

りましたように、子どもの学力が数字の上におい

ても確実に伸びていることを付け加えたいと思い

ます。
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資料:大学での理論と公立学校での実践の学びの

往還:

これまで学生は、開南小の他、複数校の授業参

観を行っている。それは、大学での理論と現場の

実践との往還を行う上で、大いに役立つていると思

われる。ただ、学生には時間的な制約があり、大

学での授業の合聞を縫って出かけている。今回は、

開南小の授業研究会の感想とは限らず「一入学び

や学び合い」の授業づくりに視点をあてた授業参

観の感想や公立学校の教員から学んだこと等の感

想を紹介する。

1 学生の学びの感想:公立小学校の研究授業参

観、授業研究会に参加して

(1) 琉球大学教育学部教育実践学専修4年

次友利理乃さんの感想から

私は大学3年次の時から公立小学校で行われる

国語科の研究授業参観、授業研究会に参加させて

いただきました。今回は、このような貴重な経験

を通して学んだことをまとめてみました。

【国語科における授業づくりの視点から】

公立小学校の研究授業参観、授業研究会に参加

することを通して、国語科の授業づくりをするう

えで今求められている、子どもの思いから学びを

出発させるアクティブラーニングの在り方や単元

を貫く言語活動、並行読書など、大学で学んだ理

論を実際の授業と結びつけることで、実感を伴い

ながら学ぶことができました。今年の9月に某小
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学校で行われた、第2学年『わにのおじいさんの

たからもの』の授業を例に挙げ、説明させていた

だきます。

この授業を参観し印象に残っていることは、授

業の最初から子ども達一人一人が生き生きと授業

に参加していたことです。一入学びの場面ではじっ

くりと考え、交流する場面では友達の考えを聞き、

主体的に学び合う姿が見られました。その鍵となっ

たのは、児童の感想から学習課題が見出された「な

ぜ、知りたいなの木Jた、ったのではないかと思い

ます。「なぜ?J I知りたい!Jという子どもの思

いを授業の中に反映していくことで、学習意欲を

高めることができるのだと感じました。これはま

さに、アクティブラーニングであり、この授業を

参観したことで、何となく聞いていた「アクティ

ブラーニング」という言葉が実感の伴った理解に

変わりました。他にも、単元を貫く言語活動を「お

話の続きを作り、学習したことをリーフレットに

まとめて紹介する」、並行読書を「おにの出てくる

お話を読もう」と位置付けるなど、思考力・判断

力・表現力を育成するための手立てがたくさんあ

り、一時間の授業を通して本当に多くの学びを得

ることができました。

また、その学びをより深める機会となったのは、

後日大学において、研究授業で学んだ教材を課題

とともに再度教材研究し、実際に模擬授業を行っ

たことです。自分の授業として練り直し、模擬授

業を行うことを通して、自分なりの新たな課題を

発見することができました。

このように理論と実践の往還をしていくことで、

国語に対しての興味関心が高まり、一年間で授業

の見方ゃあり方が変容したと感じています。

【教師の資質の視点から】

公立小学校の研究授業参観、授業研究会に参加し

て、先生方が真剣に教材研究に取り組み、熱く議

論している姿を見て、学び続ける姿勢にとても感

動し、刺激を受けました。教師同士の学び合い、

高め合う授業づくりが子どもの豊かな学びを生み

出すのだと感じます。また、学ぶためには、いつ

でも素直な姿勢と謙虚さが大切であることを改め

て実感し、私もそのような教師になりたいと思い

ました。学生のうちから、このような豊かな学び

ができたことは、私にとってとても大きな財産で

す。貴重な機会を与えて頂き、温かく受け入れて

下さった研究校の先生方、子ども達に心より感謝

申し上げます。

(2) 琉球大学教育学部生活科学教育専修

3年次仲村渠春奈さんの感想から

私は、今回、 4つの小学校で授業を見学させて

頂くことができました。きみ子先生の「教材研究

は足で稼ぐ」というお話から、まずはたくさんの

授業を参観して吸収していこうと考えました。

見学させて頂いた小学校に共通していたことは、

学校の雰囲気が良く、先生方の連携がしっかりと

なされていることでした。学年で教材研究を行い、

互いに子ども達の反応を確認しながら授業を進め

ていたり、図書館司書の先生と相談しながら並行

読書を取り入れ、子ども達の学びやすい環境を整

えたりしていました。また、大学の先生との連携

など、現場の先生方も試行錯誤しながら「子ども

主体の授業づくり」に向けて日々努力しているこ

とが分かりました。

このようなことから、いろいろな人の意見を聞

いて授業づくりをすることや教材が足りないと感

じたら地域の博物館や図書館へ出向き、教材集め

をしているなど現場の先生方が「足で稼ぐ」こと

をしていることを目の当たりにすることができま

した。

授業の取組みとして、教室には並行読書の本が

並び、子ども達の考えや疑問などが書き込まれた

掲示物など、子ども達が興味をもって授業が進め

られるような工夫がたくさんありました。授業の

様子としては、子ども達が一入学びをしっかり行っ

ていること、書く力や読む力が育っていることに

感動しました。単元を貫く言語活動を意識し、日々

の授業で継続して行っている手立てによって基礎

的・基本的な力が身に付き、それが活用する力に

繋がっていくことを感じました。

実際に現場での先生方の授業を参観することで、

授業づくりの方法や子ども理解の力が身についた

ように感じます。今回、吸収したことを自分自身

の授業にも活かしていきたいです。
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